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酸，喫煙，飲酒とした．検定は両側検定で P < 0.05 を有意
差ありと判定した．統計解析ソフトはStata 14 (StataCorp 






は3,504名 (19%)，通常夕食群は14,540名 (81%) であった．
平均年齢は69歳，男性7,212名 (遅い夕食群：1,390名 [53%]，














Association between late dinner habit and proteinuria onset in people with abdominal obesity
金沢大学医薬保健学総合研究科　腎臓内科学
徳  丸　季  聡，遠  山　直  志，和  田　隆  志





ザード比 1.0) とすると，遅い夕食群の多変量調整 (腹囲
身長比あるいはBMIを含む) 後のハザード比は1.13 (95% 
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Body mass index (kg/m2)
推算糸球体濾過率 (mL/分/1.73 m2)
ヘモグロビン (g/dL)
収縮期血圧 (mmHg)
拡張期血圧 (mmHg)
中性脂肪 (mg/dL)
総コレステロール(mg/dL)
尿酸 (mg/dL)
HbA1c (%)
随時血糖 (mg/dL)
糖尿病（あり）
喫煙（あり）
毎日の飲酒（あり）
68 (9)
1,390 (53%)
0.57 (0.05)
88.3 (7.3)
24.3 (24.3)
78.5 (12.8)
13.9 (1.5)
135 (17)
79 (11)
112 [81, 157]
204 (33)
5.3 (1.4)
5.4 (0.8)
107 (33)
438 (13%)
676 (19%)
1,725 (49%)
遅い夕食群
(N=3,504 [19%])
通常夕食群
(N=14,540 [81%])
70 (8)
5,355 (37%)
0.56 (0.05)
87.1 (7.1)
23.9 (2.8)
77.0 (12.0)
13.5 (1.4)
135 (17)
78 (11)
112 [81, 159]
206 (33)
5.0 (1.3)
5.4 (0.6)
104 (29)
1,539 (11%)
1,598 (11%)
4,156 (29%)
全体
(N=18,044 [100%])
69 (9)
7,212 (40%)
0.56 (0.05)
87.3 (7.1)
24.0 (2.8)
77.3 (12.2)
13.6 (1.4)
135 (18)
78 (11)
112 [81, 177]
206 (33)
5.1 (1.3)
5.4 (0.7)
104 (30)
1,977 (11%)
2,274 (13%)
5,881 (33%)
平均(標準偏差)、人数(%)、中央値[四分位範囲]を示した。 図 1．遅い夕食習慣の有無別における蛋白尿の累積発生率
